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一 般|17 3，660 14 
エレクトロニクス 8 1，490 5 
軽電 16 6，260 15 
関連会社 重 電 9 1，710 10 
材 料 5 980 6 
55 14，100 50 
エレクドロニクス 16 
軽 電 7 
1，事業部直轄会社 重 電 27 
材 料 1 
計 51 
エレクトロニタス 9 
軽 電 30 
海外関係会社 重 電 5 
































































2) P. F. Drucker. Management. 1974. p.ら72.
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区 分 l社数| 売〔億上円〕高 従業人 員CAl 
関 ポケットベル 16 281 1081 
移動体通信 4 191 958 
連
新情技報術関係・ソフト・ 9 28 612 
会
話 由民 10 262 2460 
の 他 4 1 日D
計 43 763 52口D
表2
90 (90) 第 137巻第l号
名 l草;音i星第|出資比率|社員数| 事業概要
NTTリース醐 40.4 



































16 1 ク及びハソコ γ通信用端|
末ハード・ソフトの企画， 1
開発，販売等 | 
60. 4. 11 250 
総合通信ヱンジニアリ 160.4.26 ング閥 l 20 50.0 
NTTシステム技術闘 160.5. 161 100 
1 NS;.rー ンジニアリン 160.5. 30 1 380 
グ糊













































































































。Burns"'Stalker，The Ma叩~geme叫 of Jnno叩 '"π，1961. 































グ ノレ フ |会社主|ヰ百主円子 lキ百主円宇|従ぞ
普 通 主国 8 15，421 413，010 7，759 
特 殊 空間 7 43，329 685，462 17，154 
量調 材 カ口 工 61 40，840 1，132，127 19，836 
鉄化学・エネルギー・非 34 105，375 1，740，067 21，092 
! ・窯業
エンジニアリング 20 28，525 564，579 31，219 
流 通 運 輸 20 21，215 1，633，500 12，254 
都市開発・住宅・余暇 8 26，848 383，827 7，95l 
一般十一‘ピス 10 1，073 17，962 1，021 
合
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企業同組織についての一考察 (103) 103 
き的なものから戦略的組織化へと変貌していくであろう。なぜならば今日の企
業競争は次第に単独企業問のものかる企業グループ聞のものになってきている
からである。そうした状況に適比、するためには，企業グノレーフとしての戦略的
企業行動をとらざるをえなし、から Eある。
ところで，本稿 E明らかにしたよとは企業グループ組織化のプロ七月であり，
またその結果として形成された企業グループ組織の構造についてである。ここ
ではこうした企業グル プ組織が形成され維持されるための条件にはあえて触
れてこなかった。グループ各社は企業グループに対して協調的であり，組織化
仁おいても積極的に同意を有じでいるかのように言百述してきた。しかし，たと
え生成の当初からグルーフ司会社たることを運命づけられている会社であっても，
企業グループ全体の利益とは異なる個別的企業の立場を有している。企業グル
ープ組織といえども組織内部にコンブリ"rを持たないわけではない。組織と
個人にコンフリク「が存在するように，企業グループとグループ会社の聞にも
コγ フリクトが存在する。企業グループの組織化が進めば進むほどこのコ γフ
ロクトは顕在イじする可能性があり， このことが企業グループ組織化を蕗陪させ
てきた一つの理由にさえなっていた。
企業グノレーフ。組織が明確に公式化され， グループのリーダーとして中核会社
が組織の維持発展のための活動を推進しようとすれば，グループ各社はコ Yフ
日クトを克服し企業グルーフ。への貢献を引き出たすための管理対象とならざる
をえない。ここに管理主体として意思決定を行ない命令を下す企業と，それに
服従する企業という企業間関係が碓立してくる。 ιわしま Eに明らかにしたよう
に，企業グループの組織化が意識的に戦略的に推進されるようになるにつれて
この関係は次第に明確になってくる。ただちにこうした企業間関係を規定する
要因の分析にすすみたいところであるが， とりあえず問題提起にとどめざるを
えなL、u
